
  公開シンポジウム 

  「認知心理学における事実と虚構の打開」 

＜企画・司会＞  
箱田  裕司（九州大学）  
 
＜講演＞  
 楠見 孝（京都大学） 
「認知心理学に関する市民の知識とニーズ： 
  研究者との ギャップとその解消」  
 
山田 祐樹（山口大学） 
「好きと嫌いの在処」  
 
乾 敏郎（京都大学） 
「高次認知機能にも運動制御機能が重要」 

日  時 ： 平成25年10月19日（土） 13：30～16：00   
場  所 ： 京都大学百周年時計台記念館 国際交流ホールⅢ 
 
 主  催  ：   日本認知心理学会 
 共  催  ：  日本学術会議 社会のための心理学分科会 

 
常識と心理学的知見のズレはどこにあるか、そのズレをどう解消するか。 
認知心理学の最近のチャレンジを示す。 

参加無料 
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